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BaTi03は室温 C三,の空間群に属 し, E-モー ドのTO フォノンがノフ トフォノ
ンになってお りover-dampしている｡.従 って,このTOフォノンを90 0 あるいは
180 0 ラマン散乱で測定すると,そのスペクトラムはα-0 にピークをもちなだらか
なすそをひらいているO-方,絶縁体中Q?分極を伴 う格子振動は波数 q～Oで,フォト
ンとの連成振動 (ポチリトン)になってお り,.その振動数はポラリトンの分散関係 と呼
ばれるq一依存性 をもっている｡この分散関係は,フォノンが under-damped の場
合はすでに多くの物質によって確かめられている｡ところが,フォノンがover-damped




って,こうした前方方向で, しかもa7-0の近傍のラマン分光法を確立 したo そ して
これに基づいて, BaTi03 の over-dampした E･-ポラリトンのスペクトル とその
温度変化を測定した｡またこのスペク トルの解析によりover-dampedの場合のポラ
リトンの分散関係に相当するものが得 られた｡単一周波数のモデルでは応答関数の虚数








を得ることができるo但 し･ eoは低周波数誘電率, a'｡はフォノンの周波数･ Q~-
q/27Tである｡以上の事柄をふまえてポラリトンによる前方ラマン散乱のスペク トル
























〔第 1 表 〕
6.5℃ 20℃ 32℃
Lr-o 2400± 100 2000± 100 1700± 100
αo -33± 2cm-1 38± 2C√1 42j=2m-1
-422-
